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1，注目されるようになった「災害福祉」

• 1，背景としての少子高齢化と一世帯当たり人員の減少

• 2，頻発する大規模災害

• 3，被災者に占める福祉対象者の増加

• 4，災害関連法令に求められる福祉対応規定



1，注目されるようになった「災害福祉」（2）

•縮小する地域社会

資料：令和２年国勢調査 人口等基本集計結果 の概要資料
総務省統計局 ｐ35



1，注目されるようになった「災害福祉」 （３）
一世帯当たり人員の推移

資料：各年国勢調査



1，注目されるようになった「災害福祉」（4）

•頻発する大規模災害

•活かされていない阪神淡路大震災の教訓

•⇒福祉避難所や福祉的支援の必要性 など

•東日本大震災での教訓

•⇒「社会は平時を前提としているのではないか」



エピソード

• つぶやき１：常に福祉サービスを利用している人々に対する
支援を行うこととしているにもかかわらず、災害の時は、何も
できなかった。我々は何のために仕事をしているのだ・・・？

• つぶやき２：しょうがいを抱えた子を持つ親が、地域移行に向
けた取り組みをしていたのに、震災で在宅のしょうがい者に支
援がいかないところを見て、わが子を施設に入れたそうだ。こ
れまでノーマライゼーションとか何とか言って活動をしてきた
のは何だったんだ！



2，「災害」とは（1）

•日本では災害対策基本法（昭和36年法律第223号）によって

＝暴風、竜巻、豪雨、豪雪、洪水、崖崩れ、土石流、高波、津波、噴火、
地すべりその他の異常な自然現象又は大規模な火事若しくは爆発その
他その及ぼす被害の程度においてこれらに類する政令で定める原因に
より生ずる被害をいう。

（施行令第１条：放射性物質の大量の放出、多数の避難を伴う船舶の沈
没その他の大規模事故をいう。



2，「災害」とは（2）

• 「コミュニティまたは社会の機能の深刻な中断であって、広範な
人的、物的、経済的若しくは環境面での損失と影響を伴い、被
害を受けるコミュニティもしくは社会が自力で対処する能力を超
えるもの」（国連防災機関）

• 日本の定義よりも広範な概念となっており、国によっては国際
紛争も含む概念である。

• 災害のリスク＝外力(ハザード)×脆弱性÷社会の防災力

• ⇒「社会の防災力」の部分を、災害福祉で強化する必要がある



3，地域福祉と「災害福祉」

• 「集団の束」であった地域社会が、脆弱化してきている。

• ⇒地域社会を住民の力で再構築

• 日頃の人々の繋がりが、災害時に二次被害を防止する。

• ⇒日頃何となく繋がって暮らしていた高齢者が被災して避難
所にきたものの、情緒不安定な状態がつづき、福祉避難所に
搬送された。しかし軽快しなかったものの、近所の方々が見
舞いに来る毎に状態が良くなり、やがて一般避難所に、そして
自宅に戻った事例があった。



3，地域福祉と「災害福祉」（２）

• ２０１１年５月～１２月までのニーズ内訳の変化



3，地域福祉と「災害福祉」（３）

• 被災地における取組み

• 釜石市における実践

•

•
• 岩手日報：２０１５年７月朝刊

障がいを抱えた子ども達が、仮設
住宅団地において、住民と華いっぱ
い運動やサロン活動を展開し、日常
的な交流活動を行っている。
こうした地域福祉活動を実施して
いきながら、互いに「仲間意識」を
形成して行きつつ、これからの復興
のまちづくりについて共に考えて
いく土壌をつくりあげている。



3，地域福祉と「災害福祉」（４）
• 地域との協力関係の形成による防災訓練（N市K地区）



4，「災害福祉」に求められるものとレジリエンス

• 災害からの地域再生に向けた取組みは、地域社会との連携

被災した保育所の事例

基本的な姿勢と意図的な訓練の実施
によって、
①地域との繋がりの一層の強化を図
る
②災害に対する「対応力」を引き上げ
る（レジリエンス）

災害時において、地域の様々な機関が
関わりを持ちながら、緩やかな組織体
（アドホクラシー）を形成し、状況に応
じて対応する力を付けると同時に、仲
間意識を醸成し、コミュニティのレジリ
エンスを貴編めるようにすることが必
要となってきている。

私たちが学んだこと 
 

１， 子どもの命を守ってこその保育園 

２， 訓練を重ね、その都度検討を行い、職員間で対応を共有する 

３， 災害想定を変化させた訓練で、対応力を引き上げる 

（地震、津波、火災、洪水、防犯） 

４， 二次避難所に備蓄品の保管を依頼しておく 

５， 非常持ち出し袋の点検補充を定期的に実施する 

（食料、防寒着、ライト、ラジオ、名簿、主要連絡先、メモ等） 

６， 午睡中の災害に備え、上靴を近くの指定場所に置く 

７， 災害時の園の対応を保護者に周知、共有しておく（参観日に避難訓練もあり） 

８， 数日分の食料を、玄関の特定場所に置くことを徹底しておくこと 

９， 長時間の避難に備え、折り紙等手遊び道具を準備しておく 

１０， 毛布は持ち出しやすいよう、布団と分けておく 

（釜石愛育会 HPより） 



4，「災害福祉」に求められるものとレジリエンス(２)

• 民主主義社会において、災害福祉の主体は、被災地の地域
住民である。復興は地域住民の手で行われる必要がある。

• 住民間のつながりによるインフォーマルなネットワークにより、
コミュニティのレジリエンスは、アドホクラシーによってその真
価が発揮される。（A・ゾッリ：２０１２：須川訳）

• 東日本大震災では、ボランティアやNPO,支え合いセンターな
ど、多様な団体・個人がネットワークを形成して活動した。



4，「災害福祉」に求められるものとレジリエンス(３)

• レジリエンスには、New Normal（新たな日常）のビジョン
が必ず含まれる必要がある（M・K・ブルネルマイヤー：２
０２１：立木・山岡訳）

•⇒災害からの復興の場合、単純な原状回復ではなく、
福祉の対象者にとっても、ハードにおいてもソフトにおい
ても、より住みやすくなる必要がある。

• 新たな福祉のまちづくりに向け、住民主体でビジョンを打
ち出せることが望まれている。



必要とされる災害福祉のしくみ

• 平時でも災害時でも安心できる仕組みに向けて

• １，災害対応社会保障制度の必要性（住宅再建、生活再建等）

• ２，常設型災害福祉支援のための機関

• （平時は、各種計画づくりや避難訓練、福祉支援活動のスタッフ
の研修、災害時は福祉支援活動の組織的な展開等、復旧復興
期は、復興のまちづくりのためのソーシャルアクション等）

• ３，災害福祉関係の人材養成（関係職能団体等との災害福祉支
援のための連絡会議と研修体制の構築）



おわりに

•「災害福祉は、社会の中で「社会契約がレジリエントであるた
めに、社会が公正で、不平等が常にチェックされる必要があ
る」（M・K・ブルネルマイヤー：立木・山崎訳）

•「実践的な災害倫理において、公共政策で長きにわたり無視
されてきた（中略）要素がある。備えと計画の重要性、功利主
義と備えの関係、安全と安全保障、災害が高齢者・障がい者・
特に貧困者に最悪の影響を及ぼす」（N・ザック：高橋隆雄・阪
本真由美・北川夏樹訳）

•⇒こうした指摘に対する具体的な取組みは、日本においてこ
そ検討するに相応しいと思われる。



おわりに

•平時でも災害などの非常時においても、安心できる地域社
会が望まれている。（新たな日常のビジョン）

•そのためには、安心して暮らせる地域社会のために、人々
が繋がって集団の束となり、地域社会が形成される必要が
ある。（地域福祉の推進とソーシャルワークの展開）

•実践の方向性として、包括的支援体制の拡充（保健・福祉
・教育・労働・生活環境等の一体的な展開）



これでおしまいです

ご清聴 ありがとうございました
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